
 

23 日獣発第 319 号 

平成 24 年１月 20 日 

 

地方獣医師会会長 各 位 

 

社団法人 日本獣医師会 

会 長  山 根 義 久 

(公印及び契印の押印は省略) 

 

家きん飼養農場における飼養衛生管理基準の 

遵守状況調査の実施等について 

 

このことについて、平成24 年１月17日付け23消安第5132号をもって、農林水産省

消費・安全局長から別添写しのとおり通知があったので、貴会関係者に周知方お願いし

ます。 

このたびの通知の内容は、①家きん飼養農場における飼養衛生管理基準の遵守状況調

査を実施した結果、飼養衛生管理に不備がある農場（改善指導中の農場）が調査対象農

場の約20％に上ることが判明したこと、②一方、我が国においては、昨年11 月に島根

県のコハクチョウの死体から低病原性鳥インフルエンザウイルス（Ｈ５Ｎ２亜型）が分

離されていること、③今月４日に宮城県のオオハクチョウの死体からＡ型インフルエン

ザウイルスの遺伝子が検出されていること、④近隣のアジア周辺諸国では引き続き高病

原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザ（以下「本病」という。）の発生が

認められていること等から、家きん飼養農場への本病ウイルスの侵入が懸念されること、

⑤過去の我が国における本病の発生状況等からみても、今後本病の発生リスクが最も高

い時期が続くこと、これらのことを踏まえ、各都道府県知事に対し、改善指導中の農場

及び各都道府県において立入調査が必要と考える農場について、再度、飼養衛生管理基

準の遵守状況の確認及び指導の徹底を行い、本病ウイルスの侵入防止に万全を期するよ

う通知したので、本会あて了知の上、円滑な防疫対策の実施につき協力方求められたも

のです。関係会員への周知方、よろしくお願いいたします。 
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